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大学運営こそが要請されているのであって、そのひとつの現れが、2014 年 10 月、文部科学省の
有識者会議で株式会社経営共創基盤 CEO の冨山和彦氏が提言し、一部に物議を醸すことになっ
た「G 型大学×L 型大学」という提案であるといえるだろう 23)。この提言に対しては、高等教育
の理念を軽んじている、という論旨での批判も相次いだが、一方で、それでは、すでに全国に多
数存在している大学をどのように活用し、社会的な要請に応えていくのか、という問題提起は残
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